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議案第１号 議案に対する意見について

（非公開の会議に付き記録別途）

そ の 他 職員の懲戒処分の状況について

（鈴木委員長）

１０月に行った職員の懲戒処分については、資料のとおりであるが、何か質問、意見は

あるか。

（清野委員）

事案１について、この教職員は平成２０年度、２１年度、２２年度と毎年検挙されてい

るが、本来業務である教員としての資質には問題はないか。

（奈良課長）

本来業務については、特に問題ないと聞いている。ただし、公立学校の教員は公務員と

してはもちろんのこと、児童生徒に社会のルールを守ることを教える立場の者として、常

に法令遵守を心がけねばならないと考えている。そういう立場の者がスピード違反を繰り

返していることは、教員はもとより社会人としても規範意識に欠けているといわざるを得

ないと考える。

（清野委員）

職員の懲戒処分は、交通違反が多くを占めるものと思う。今回、毎年違反したから量定

を加算したとのことだが、交通違反に関する懲戒処分の目安というのはどうなっているの

か。

（奈良課長）

スピード違反については、制限速度を時速３０キロ以上超過した場合は戒告の懲戒処分、

時速３０キロ未満の超過の場合は口頭訓告を行っているが、３年以内に違反を繰り返した

場合には処分の量定を加重している。今回の場合、当該教員は３年以内に３回の違反を繰

り返していたので戒告の懲戒処分としたところである。

（鈴木委員長）

ほかに何か質問、意見はあるか。なければ、今回の懲戒処分の状況については了解した。


